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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷気又は暖気を熱エネルギーとして生成する熱源機と、
　前記熱源機が生成した熱エネルギーを建物における複数の空調空間に分配する分配装置
と、
　前記複数の空調空間それぞれの温度を計測する複数の温度センサと、
　前記複数の温度センサそれぞれが計測した温度を前記複数の空調空間それぞれの現在温
度として取得して、前記現在温度と前記複数の空調空間それぞれの目標温度との差を小さ
くするように前記熱源機及び前記分配装置を制御する制御装置と、を備え、
　前記制御装置は、前記複数の空調空間それぞれのユーザ希望温度の変更に応じて前記複
数の空調空間それぞれの前記目標温度を変更するときに、前記複数の空調空間それぞれの
前記目標温度を前記複数の空調空間それぞれの前記ユーザ希望温度とする場合よりも空調
負荷を相対的に大きくする値に設定し、
　前記制御装置は、前記複数の空調空間それぞれの前記現在温度が前記複数の空調空間そ
れぞれの前記ユーザ希望温度に達した場合に、前記複数の空調空間それぞれの前記目標温
度が前記ユーザ希望温度となるように、前記目標温度と前記ユーザ希望温度との差の絶対
値を段階的に小さくする
　ことを特徴とする空調システム。
【請求項２】
　ユーザが操作可能な操作部を有し、
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　前記ユーザによる前記操作部の操作により、前記制御装置に対して、前記複数の空調空
間それぞれの前記ユーザ希望温度の変更の指示が可能であり、
　前記制御装置は、前記ユーザ希望温度の変更の指示を受け付けると、前記複数の空調空
間それぞれの前記目標温度を変更する
　ことを特徴とする請求項１記載の空調システム。
【請求項３】
　前記制御装置は、動作モードとして、通常運転モードと、前記通常運転モードの場合よ
りも前記複数の空調空間それぞれの空調負荷を相対的に小さくするように前記複数の空調
空間それぞれの前記目標温度を設定する省エネルギー運転モードと、を有し、
　前記制御装置は、前記省エネルギー運転モードから前記通常運転モードに復帰させるた
めの準備期間に、前記複数の空調空間それぞれの前記ユーザ希望温度の変更に応じて前記
複数の空調空間それぞれの前記目標温度を変更する
　ことを特徴とする請求項１又は２記載の空調システム。
【請求項４】
　前記分配装置は、
　　前記熱源機からの前記冷気又は前記暖気を前記複数の空調空間それぞれに分配するよ
うに複数系統に分岐した末端ダクトと、
　　前記複数系統の末端ダクトそれぞれから前記複数の空調空間に吹き出す空気の流量を
調節する複数のダンパと、
　前記熱源機からの空気を、前記複数のダンパのそれぞれに送る搬送ファンと、を備える
　ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載の空調システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に空調システムに関し、より詳細には、建物における複数の空調空間の
空調をまとめて行う空調システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、空調システムとしては、一台で住居（建物）の複数のゾーン（空調空間）の換気
空調を行う換気空調装置を適用した換気空調システムが提案されている（特許文献１）。
【０００３】
　上述の換気空調システムは、複数のゾーンそれぞれに１つずつ設置された複数のコント
ローラを備える。複数のコントローラは、換気空調装置の制御装置に接続されている。コ
ントローラは、タイマモード設定部及びタイマ時間設定部を有している。ここにおいて、
制御装置は、コントローラにより、運転モードと、保持モードと、を自動的に切り替える
ことができるように構成されている。
【０００４】
　制御装置は、運転モードでは、設定温度を目標温度として空調機能部の供給風量を制御
する。制御装置は、保持モードでは、暖房運転時には上記設定温度より低い値を目標温度
とし、冷房運転時には上記設定温度より高い値を目標温度として空調機能部を制御する。
【０００５】
　上述の換気空調装置では、保持モードから運転モードへ移行させるので、停止状態から
運転モードで運転する制御方式と比べて、各ゾーンの室内温度を速やかに設定温度に到達
させることが可能となる。
【０００６】
　また、空調システムとしては、全館空調換気システムが知られている（特許文献２）。
【０００７】
　全館空調換気システムを採用した住宅においては、生活者が旅行、外出等で住宅を離れ
る場合には、全館空調換気システム全体を停止させることが生じる。特許文献２に記載さ
れた全館空調換気システムは、快適性と省エネルギー性を両立たせるために、空調換気運
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転中に、全館空調換気システムを停止させる停止指令が発生された時、空調機を停止した
後、顕熱交換気扇を遅延させて停止させるように構成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平８－２１０６９０号公報
【特許文献２】特開平１１－２９４８３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　上述の換気空調システム、全館空調換気システムに限らず、空調システムの分野におい
ては、例えば、ユーザ希望温度が変更されたとき、弱運転から通常運転へ移行させるとき
等の空調空間の温度の制御性の向上（空調空間の温度を素早くユーザ希望温度に近づける
こと）が望まれている。
【００１０】
　本発明の目的は、複数の空調空間それぞれの温度の制御性の向上を図ることが可能な空
調システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明に係る一態様の空調システムは、熱源機と、分配装置と、複数の温度センサと、
制御装置と、を備える。前記熱源機は、冷気又は暖気を熱エネルギーとして生成する。前
記分配装置は、前記熱源機が生成した熱エネルギーを建物における複数の空調空間に分配
する。前記複数の温度センサは、前記複数の空調空間それぞれの温度を計測する。前記制
御装置は、前記複数の温度センサそれぞれが計測した温度を前記複数の空調空間それぞれ
の現在温度として取得して、前記現在温度と前記複数の空調空間それぞれの目標温度との
差を小さくするように前記熱源機及び前記分配装置を制御する。前記制御装置は、前記複
数の空調空間それぞれのユーザ希望温度の変更に応じて前記複数の空調空間それぞれの前
記目標温度を変更するときに、前記複数の空調空間それぞれの前記目標温度を前記複数の
空調空間それぞれの前記ユーザ希望温度とする場合よりも空調負荷を相対的に大きくする
値に設定し、前記制御装置は、前記複数の空調空間それぞれの前記現在温度が前記複数の
空調空間それぞれの前記ユーザ希望温度に達した場合に、前記複数の空調空間それぞれの
前記目標温度が前記ユーザ希望温度となるように、前記目標温度と前記ユーザ希望温度と
の差の絶対値を段階的に小さくする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の空調システムは、複数の空調空間それぞれの温度の制御性の向上を図ることが
可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、本発明の一実施形態に係る空調システムの全体構成を示す概略構成図で
ある。
【図２】図２は、同上の空調システムにおける制御装置を示すブロック図である。
【図３】図３Ａは、同上の空調システムにおいて制御装置の動作モードが通常運転モード
のときの操作表示装置の画面の例を示す図である。図３Ｂは、同上の空調システムにおい
て制御装置の動作モードとして省エネルギー運転モードを設定するときの操作表示装置の
画面の例を示す図である。
【図４】図４は、同上の空調システムにおいて制御装置の動作モードとして省エネルギー
運転モードを解除するときの操作表示装置の画面の例を示す図である。
【図５】図５は、同上の空調システムにおいて制御装置の動作モードが省エネルギー運転
モードの場合の空調空間の温度の時間変化を模式的に示すグラフである。
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【図６】図６は、同上の空調システムにおいて制御装置の動作モードが省エネルギー運転
モードの場合の空調空間の温度の時間変化を模式的に示すグラフである。
【図７】図７は、比較例の空調システムにおいて制御装置の動作モードが省エネルギー運
転モードの場合の空調空間の温度の時間変化を模式的に示すグラフである。
【図８】図８は、同上の空調システムにおいて制御装置の動作モードが省エネルギー運転
モードの場合の空調空間の温度の時間変化を模式的に示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に説明する実施形態は、本発明の様々な実施形態の一つに過ぎない。下記の実施形
態は、本発明の目的を達成できれば、設計等に応じて種々の変更が可能である。
【００１５】
　（実施形態）
　以下では、本実施形態の空調システム１０について、図１～６に基づいて説明する。空
調システム１０は、建物２０に設置することを想定している、以下に説明する実施形態に
おいては、建物２０として戸建て住宅を想定し、空調システム１０として全館空調システ
ムを想定している。この全館空調システムは、熱源機１１が生成した熱エネルギー（冷気
又は暖気）を建物２０のほぼ全体に供給するように構成されている。また、この全館空調
システムは、空調と換気とを行うように構成されている。
【００１６】
　図１に示す空調システム１０は、建物２０に設置されている。建物２０は、その内部に
複数（例えば、９つ）の空調空間２１を備える。空調空間２１は、空調の対象となる空間
である。複数の空調空間２１は、例えば、建物２０の複数の区画２３に一対一に対応して
いる。区画２３は、例えば、部屋（リビング、寝室等）、キッチン、玄関、廊下等である
。
【００１７】
　空調システム１０は、熱源機１１と、エアフィルタ１２と、複数（例えば、２台）の搬
送ファン１３と、複数（例えば、１０個）のダンパ１４と、複数（例えば、１０個）の吹
出口１５と、を備える。熱源機１１とエアフィルタ１２と２台の搬送ファン１３とは、建
物２０に設置される単一の筐体１０１に収納されており、ユニット化されている。
【００１８】
　また、空調システム１０は、熱源機１１から空気を送り出す給気ダクト１６と、熱源機
１１に外気（空気）を導入する外気ダクト１７１と、を備える。さらに、空調システム１
０は、制御装置３０及び複数（例えば、９個）の温度センサ１８を備えている。
【００１９】
　熱源機１１は、１台の室内機１１１と１台の室外機１１２とを備えたヒートポンプ式の
エアコンディショナである。空調システム１０では、室内機１１１からの空気は給気ダク
ト１６を通して複数の空調空間２１に供給される。また、室内機１１１が取り込む空気は
、建物２０の床下２２から外気ダクト１７１を通して取り込まれる屋外の空気と、複数の
空調空間２１それぞれから建物２０の内部を通って室内機１１１の吸込口にたどりつく屋
内の空気と、である。図１では、複数の空調空間２１それぞれから隙間（例えば、部屋の
扉のスリット等）を通って室内機１１１の吸込口までたどりつく空気の流れを破線１７２
で模式的に示している。外気ダクト１７１は、床下２２の空気を取り込む換気ファン１９
に接続されている。空調システム１０は、換気ファン１９と外気ダクト１７１と室内機１
１１とを含む経路内の少なくとも１箇所に配置されたフィルタ（以下、「プレフィルタ」
という）を備えている。これにより、空調システム１０では、比較的大きな粉塵、虫等を
プレフィルタによって捕集することができ、比較的大きな粉塵、虫等がエアフィルタ１２
に到達するのを抑制することが可能となる。これにより、空調システム１０では、エアフ
ィルタ１０の目詰まりが抑制される。
【００２０】
　室内機１１１は、フィルタを内蔵している。室内機１１１のフィルタは、プレフィルタ
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１７よりも比較的小さな粉塵等を捕集できるように構成されているのが好ましい。空調シ
ステム１０では、プレフィルタ１７を備えることにより、室内機１１１のフィルタの掃除
の頻度を少なくすることが可能となる。室内機１１１からの空気は、エアフィルタ１２を
通して給気ダクト１６に送られる。エアフィルタ１２は、室内機１１１のフィルタよりも
、相対的に粒径の小さな粒子を除去可能（捕集可能）なフィルタ性能を有する。エアフィ
ルタ１２は、例えば、ＨＥＰＡフィルタ（HEPA：High Efficiency Particulate Air）で
あるのが望ましい。空調システム１０では、エアフィルタ１２がＨＥＰＡフィルタであれ
ば、例えば、ＰＭ２．５等の微小粒子状物質を捕集することが可能である。ＰＭ２．５は
、粒子径２．５μｍで５０％の捕集効率を持つ分粒装置を透過する微粒子である。
【００２１】
　熱源機１１は、夏季には室内機１１１から冷気を送り出す冷房運転を行い、冬季には室
内機１１１から暖気を送り出す暖房運転を行う。熱源機１１の冷房運転と暖房運転との切
替は、春季あるいは秋季のような中間期に行う。冷房運転と暖房運転との違いは、熱源機
１１の設定温度を、上限値として用いるか、下限値として用いるかの相違である。熱源機
１１は、冷房運転の際は、室内機１１１から送り出す冷気の温度が上限値である熱源機１
１の設定温度を上回らないように動作し、暖房運転の際は、室内機１１１から送り出す暖
気の温度が下限値である熱源機１１の設定温度を下回らないように動作する。以下の説明
において、暖房運転の際の熱量は暖気の熱量を意味し、冷房運転の際の熱量は冷気の熱量
を意味する。
【００２２】
　ダンパ１４は、例えば、ＶＡＶユニット（VAV：Variable Air Volume）である。空調シ
ステム１０では、ダンパ１４と吹出口１５とは一対一に対応しているため、ダンパ１４の
数と吹出口１５の数とは同数（例えば、１０個）である。ダンパ１４の数及び吹出口１５
の数は、熱源機１１の容量、建物２０の構成及び規模等に応じて適宜に定められる。
【００２３】
　空調システム１０は、熱源機１１により生成された熱エネルギーを１０個の吹出口１５
に分配するために、上述の、２台の搬送ファン１３、給気ダクト１６及び１０個のダンパ
１４を備えている。空調システム１０では、２台の搬送ファン１３と給気ダクト１６と１
０個のダンパ１４とは、熱源機１１により生成された熱エネルギーを１０個の吹出口１５
に分配する分配装置１０２を構成している。空調システム１０では、熱源機１１により生
成された熱エネルギーを１０個の吹出口１５に分配する割合は、２台の搬送ファン１３そ
れぞれの風量と、１０個のダンパ１４それぞれの開度と、により決まる。ここにおいて、
空調システム１０では、制御装置３０が分配装置１０２を制御する。これにより、空調シ
ステム１０では、熱源機１１により生成された熱エネルギーを１０個の吹出口１５に分配
する割合が決まる。
【００２４】
　空調システム１０では、複数の空調空間２１の各々に吹出口１５及び温度センサ１８が
配置される。ここにおいて、空調システム１０では、複数の空調空間２１の各々に、吹出
口１５から空気を供給する。また、空調システム１０では、複数の空調空間２１の各々に
温度センサ１８が１つずつ配置される。空調システム１０は、複数の空調空間２１の各々
の温度を温度センサ１８により計測する。複数の空調空間２１の各々に単位時間に供給さ
れる熱量は、吹出口１５から空調空間２１に供給される空気の温度及び流量により決まる
。
【００２５】
　温度センサ１８の位置は、吹出口１５から吹き出した空気が温度センサ１８に直接当た
ることがないように定められる。温度センサ１８の位置は、建物２０において空調空間２
１を囲む壁面であって、例えば床から１１０ｃｍ以上１２０ｃｍ以下の高さとなるように
定められる。このような温度センサ１８の位置は、適宜に変更することが可能である。
【００２６】
　制御装置３０は、９個の温度センサ１８それぞれが計測した温度を９つの空調空間２１
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それぞれの現在温度として取得して、現在温度と複数の空調空間２１それぞれの目標温度
との差を小さくするように、熱源機１１と分配装置１０２とを制御する。これにより、制
御装置３０は、１０個の吹出口１５への単位時間当たりの熱量の分配量を調節する。温度
センサ１８は、輻射熱の影響を受けずに温度を計測するように、通気口を有したケースに
収納されているのが望ましい。
【００２７】
　空調システム１０では、給気ダクト１６は、２系統の分岐ダクト１６１に分岐している
。これにより、空調システム１０では、室内機１１１から送り出されエアフィルタ１２を
通った空気が、２系統の分岐ダクト１６１それぞれに導入される。空調システム１０では
、２系統の分岐ダクト１６１それぞれの上流側に搬送ファン１３が配置されている。図１
において、筐体１０１内の破線は、空気の流れる経路を模式的に示している。２台の搬送
ファン１３はそれぞれ室内機１１１からの空気を加速する。空調システム１０では、２系
統の分岐ダクト１６１それぞれが、更に複数系統（５系統）の末端ダクト１６２に分岐し
ている。つまり、室内機１１１からの空気は１０系統の末端ダクト１６２に導入される。
２つの分岐ダクト１６１それぞれから分岐する末端ダクト１６２の数は、５～７の範囲で
適宜設定され、互いに異なっていてもよい。
【００２８】
　空調システム１０では、１０系統の末端ダクト１６２の各々に、ダンパ１４が配置され
る。空調システム１０では、制御装置３０が各ダンパ１４それぞれを制御することによっ
て、各ダンパ１４それぞれの開度を調節する。ダンパ１４は、その開度を調節されること
により、末端ダクト１６２を通る空気の流量を変化させる。末端ダクト１６２の末端には
吹出口１５が接続されている。したがって、室内機１１１からの空気は、搬送ファン１３
を通してダンパ１４に送られ、ダンパ１４により流量を調節された後、吹出口１５を通し
て空調空間２１に吹き出す。
【００２９】
　空調システム１０は、建物２０の換気を常時行う。そのため、空調システム１０は、各
搬送ファン１３を常時稼働する。ただし、空調システム１０では、メンテナンス等の必要
に応じて搬送ファン１３を停止させてもよい。
【００３０】
　以下では、制御装置３０について詳述する。制御装置３０は、図２に示すように、処理
部３１と、制御部３２と、を備える。処理部３１は、複数の空調空間２１のそれぞれに供
給する熱量の分配量を定める。制御部３２は、熱源機１１、各搬送ファン１３及び各ダン
パ１４の制御を行う。また、制御装置３０は、操作表示装置４０との間で情報の入力及び
出力を行うためのインターフェイス部３３を備える。
【００３１】
　操作表示装置４０は、表示装置とタッチパッドとを含むタッチパネルを備え、ユーザイ
ンターフェイス（GUI：Graphic User Interface）として機能する。すなわち、制御装置
３０は、操作表示装置４０の表示装置に情報を出力し、操作表示装置４０のタッチパッド
から入力される情報を受け付ける。操作表示装置４０には、必要に応じて様々な画面が表
示される。操作表示装置４０は、専用でなくても、スマートフォン、タブレットコンピュ
ータ、パーソナルコンピュータ等であってもよい。空調システム１０では、操作表示装置
４０が、ユーザが操作可能な操作部を構成している。また、空調システム１０は、操作表
示装置４０の代わりに、表示装置と操作装置とを個別に備えていてもよい。この場合、操
作装置が、ユーザが操作可能な操作部を構成する。
【００３２】
　空調システム１０では、施工業者等が操作表示装置４０を利用して、複数の空調空間２
１の各々に対してダンパ１４及び温度センサ１８を対応付けることができるように構成さ
れている。空調システム１０では、複数の空調空間２１の各々に対して互いに異なる１つ
の温度センサ１８が対応付けられる。複数の空調空間２１の各々に対応付けられるダンパ
１４の数は、１つとは限らず、複数の場合もある。空調空間２１に対応付けるダンパ１４
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の数は、区画２３の広さ等により決まる空調空間２１の空調負荷等に応じて適宜に定めら
れる。例えば、空調空間２１が８畳の部屋であれば、ダンパ１４の数は１つであり、空調
空間２１が１６畳の部屋（例えば、リビング等）であれば、ダンパ１４の数は２つである
。
【００３３】
　空調システム１０では、１又は複数のダンパ１４と温度センサ１８との対応関係が定ま
ると、ダンパ１４に一対一に対応する吹出口１５と温度センサ１８とが結び付く。これに
より、空調システム１０では、複数の温度センサ１８それぞれにより温度を計測する空調
空間２１が特定される。
【００３４】
　空調システム１０では、ユーザ等による操作表示装置４０の操作等により、複数の空調
空間２１の各々に、予め設定された部屋名を対応付けることができる。また、空調システ
ム１０では、ユーザ等による操作表示装置４０の操作により、複数の空調空間２１それぞ
れのユーザ希望温度を指示することが可能である。
【００３５】
　制御装置３０は、ユーザ等による操作表示装置４０の操作等により複数の空調空間２１
それぞれについて指示されたユーザ希望温度を記憶部３４に格納する。
【００３６】
　制御装置３０の処理部３１は、複数の温度センサ１８それぞれと通信することで複数の
温度センサ１８それぞれが計測した現在温度を取得する取得部３１０を備える。取得部３
１０は、複数の温度センサ１８それぞれとの間で有線通信を行い、複数の温度センサ１８
に対して定期的に現在温度を問い合わせるように構成されている。すなわち、取得部３１
０は、複数の温度センサ１８に対してポーリングを行うことにより、個々の温度センサ１
８から現在温度を取得する。取得部３１０が複数の温度センサ１８それぞれに現在温度を
問い合わせる周期は、例えば、１分以上１５分以下の範囲、望ましくは５分以上１０分以
下の範囲に定められている。この周期は、例えば、空調空間２１の温度が変化する速さ、
温度センサ１８の計測精度等により適宜決めればよい。
【００３７】
　取得部３１０が温度センサ１８から取得した現在温度は、取得部３１０が温度センサ１
８に問い合わせたときに温度センサ１８が計測した温度（空調空間２１の気温）である。
ただし、取得部３１０が温度センサ１８から取得する現在温度は、温度センサ１８が取得
部３１０からの問い合わせを受けた時点付近に定めた所定期間での温度の平均値であって
もよい。この所定期間は、温度センサ１８が取得部３１０から問い合わせを受けた時点の
前と後とのどちらか、あるいは、その時点を跨ぐ。この所定期間は、例えば１０秒以上３
分以下の範囲、望ましくは３０秒以上１分以下の範囲に定められている。
【００３８】
　制御装置３０の処理部３１は、取得部３１０に加えて、第１計算部３１１、第２計算部
３１２及び決定部３１３を備える。以下では、説明の便宜上、取得部３１０が取得する現
在温度の時系列に順序を表す正の整数値ｉを対応付け、複数の空調空間２１を互いに区別
するための識別情報をｊで表す。識別情報ｊは、例えば正の整数値で表される。
【００３９】
　第１計算部３１１は、複数の空調空間２１それぞれについて、記憶部３４に格納されて
いるユーザ希望温度と、取得部３１０が取得した現在温度とを入力として、現在温度と目
標温度との温度差を計算する。ここにおいて、第１計算部３１１は、ユーザ希望温度から
、制御装置３０内での計算、判定等に用いる目標温度を算出する。目標温度は、ユーザ希
望温度と同じの場合、異なる場合のいずれの場合もある。ユーザ希望温度は、ユーザ等に
よる操作表示装置４０の操作等により複数の空調空間２１それぞれについて指示される温
度である。制御装置３０は、動作モードとして、通常運転モードと、省エネルギー運転モ
ード（例えば、お出かけモード）と、を有している。制御装置３０は、通常運転モードで
は、複数の空調空間２１それぞれについてのユーザ希望温度を記憶部３４から取得して目
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いて説明し、その後、省エネルギー運転モードである場合の動作について説明する。識別
情報がｊである空調空間２１について、取得部３１０が取得した現在温度をθｊ１（ｉ）
で表し、目標温度をθｊ２で表すと、第１計算部３１１は、温度差Δθｊ（ｉ）を、Δθ
ｊ（ｉ）＝θｊ１（ｉ）－θｊ２という計算で求め、正負の符号付きで出力する。第１計
算部３１１は、複数の空調空間２１それぞれについて温度差Δθｊ（ｉ）を求める。第１
計算部３１１は、計算により求めた温度差Δθｊ（ｉ）を、空調空間２１の識別情報ｊに
対応付けて記憶部３４に一時的に格納させる。記憶部３４は、空調空間２１ごとに少なく
とも２つの温度差Δθｊ（ｉ）、Δθｊ（ｉ－１）を記憶する。記憶部３４に格納されて
いる２つの温度差Δθｊ（ｉ）、Δθｊ（ｉ－１）は、取得部３１０が現在温度θｊ１（
ｉ）を取得すると更新される。すなわち、記憶部３４は、最新の温度差Δθｊ（ｉ）と１
つ前の温度差Δθｊ（ｉ－１）とを記憶する。最新の温度差Δθｊ（ｉ）は、取得部３１
０が現在温度θｊ１（ｉ）を取得した後、次の現在温度θｊ１（ｉ＋１）を取得するまで
の期間に求められる温度差である。また、１つ前の温度差Δθｊ（ｉ－１）は、取得部３
１０が現在温度θｊ１（ｉ）を取得する前で、１つ前の現在温度θｊ１（ｉ－１）を取得
した後の期間に求められた温度差である。
【００４０】
　第２計算部３１２は、取得部３１０が現在温度θｊ１（ｉ）を取得するたびに、温度変
化Ｖｊ（ｉ）を計算する。温度変化Ｖｊ（ｉ）は、取得部３１０が取得した２回分の現在
温度θｊ１（ｉ）、θｊ１（ｉ－１）の差分である。すなわち、第２計算部３１２は、単
位時間における温度変化Ｖｊ（ｉ）を、Ｖｊ（ｉ）＝θｊ１（ｉ－１）－θｊ１（ｉ）と
いう計算で求める。温度変化Ｖｊ（ｉ）は、時間に対する温度変化を表している。第１計
算部３１１が温度差Δθｊ（ｉ）を求めているから、第２計算部３１２は、温度変化Ｖｊ
（ｉ）を求めるために、現在温度θｊ１（ｉ）、θｊ１（ｉ－１）の差分に代えて、２つ
の温度差Δθｊ（ｉ）、Δθｊ（ｉ－１）の差分を求めてもよい。取得部３１０が２回分
の現在温度θｊ１（ｉ）、θｊ１（ｉ－１）を取得する期間に目標温度θｊ２が変化しな
ければ、２回分の現在温度θｊ１（ｉ）、θｊ１（ｉ－１）の差分と、２回分の温度差θ
ｊ１（ｉ）、θｊ１（ｉ－１）の差分とは同じ値である。
【００４１】
　決定部３１３は、複数の空調空間２１それぞれについて、第１計算部３１１が求めたｉ
番目の温度差Δθｊ（ｉ）と、第２計算部３１２が求めた温度変化Ｖｊ（ｉ）と、に基づ
いて、複数の空調空間２１それぞれに熱源機１１から供給する熱量の分配量を定める。熱
量の分配量は、複数のダンパ１４それぞれの開度と、２台の搬送ファン１３それぞれの風
量と、熱源機１１が単位時間当たりに生成する熱量と、により定まる。すなわち、決定部
３１３は、複数の空調空間２１それぞれの温度差Δθｊ（ｉ）及び温度変化Ｖｊ（ｉ）に
基づいて、複数のダンパ１４それぞれの開度を定めた後に、２台の搬送ファン１３の風量
及び熱源機１１が単位時間当たりに生成する熱量を定める。
【００４２】
　決定部３１３の具体的な動作例を以下に説明する。以下では、決定部３１３に関して、
１つの空調空間２１についてダンパ１４の開度を定める機能を説明した後、建物２０に配
置されたすべてのダンパ１４の開度に基づいて、２台の搬送ファン１３の風量及び熱源機
１１において単位時間当たりに生成させる熱量を定める機能を説明する。
【００４３】
　決定部３１３は、空調システム１０の冷房運転の期間における空調空間２１の温度差と
ダンパ１４の開度とを対応付けた表１のような第１制御テーブルを備える。表１は、想定
した標準の熱負荷の空調空間２１において、空調システム１０が冷房運転である期間の第
１制御テーブルを示している。
【００４４】
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【表１】

【００４５】
　第１制御テーブルでは、温度差Δθｊが複数の区間に区分され、複数の区間それぞれに
ダンパ１４の開度が対応している。
【００４６】
　空調システム１０は、冷房運転では、温度センサ１８により計測された空調空間２１の
現在温度θｊ１（ｉ）が目標温度θｊ２を上回っていることは、その空調空間２１に対す
る冷房が不足であることを表している。また、空調空間２１の現在温度θｊ１（ｉ）が設
定温度目標温度θｊ２に一致していることは、その空調空間２１に対する冷房の充足を表
している。また、空調空間２１の現在温度θｊ１（ｉ）が目標温度θｊ２を下回っている
ことは、その空調空間２１に対する冷房が過剰であることを表している。
【００４７】
　空調システム１０では、空調空間２１の冷房が不足である場合、現在温度θｊ１（ｉ）
が目標温度θｊ２を上回り、現在温度θｊ１（ｉ）と目標温度θｊ２との差が大きいほど
、冷房の不足の程度が大きい。
【００４８】
　第１計算部３１１は、現在温度θｊ１（ｉ）から目標温度θｊ２を減算した温度差Δθ
ｊ（ｉ）を求める。空調システム１０では、空調空間２１に関して第１計算部３１１が求
めた温度差Δθｊ（ｉ）が正であれば、その空調空間２１の冷房が不足している。また、
空調システム１０では、空調空間２１に関して第１計算部３１１が求めた温度差Δθｊ（
ｉ）が大きいほど冷房の不足の程度が大きい。
【００４９】
　第１制御テーブルは、一例として、温度差Δθｊ（ｉ）について互いに異なる５つの区
間が定められている。第１制御テーブルでは、温度差Δθｊ（ｉ）が正でありかつ相対的
に温度差Δθｊ（ｉ）が大きい区間に対してダンパ１４の開度として相対的に大きい開度
が対応している。第１制御テーブルは、温度差Δθｊ（ｉ）が２℃以上の場合、ダンパ１
４の開度が最大値（例えば、１００％）になるように定められている。
【００５０】
　第１制御テーブルでは、温度差Δθｊ（ｉ）が負であっても、現在温度θｊ１（ｉ）が
目標温度θｊ２より１℃下がるまでは、空調空間２１の温度が上昇しない程度の熱量がそ
の空調空間２１へ供給されるように、ダンパ１４の開度が所定値（例えば、２５％）に設
定されている。また、第１制御テーブルでは、現在温度θｊ１（ｉ）が目標温度θｊ２に
対して１℃を超えて下がった場合に、ダンパ１４の開度が最小値（例えば、５％）になる
ように定められている。ダンパ１４の開度の最小値は、５％に限らない。例えば、空調シ
ステム１０とは別系統で常時換気を行う系統があれば、ダンパ１４の開度の最小値は、０
％でもよい。
【００５１】
　ところで、温度差Δθｊ（ｉ）は、「不足度」と言い換えることができる。表１に付記
した不足度は、温度差Δθｊ（ｉ）に対応させ「－１」から「３」までの５段階の整数値
で表している。表１では、不足度が０である場合は空調の充足を表し、不足度が正である
場合は空調の不足を表し、不足度が負である場合は空調の過剰を表す。表１では、空調の
不足は、不足度において３段階の整数値で表しており、数値が大きいほど空調の不足の程
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度が大きいことを表している。
【００５２】
　決定部３１３は、空調システム１０が暖房運転である期間に表２のような第２制御テー
ブルを用いる。暖房運転の際には目標温度θｊ２が下限値であるから、第２制御テーブル
では、温度差Δθｊ（ｉ）が負である区間を正である区間よりも多く設けている。また、
不足度は、温度差Δθｊ（ｉ）が負でありかつ絶対値が大きいほど大きい数値になるよう
に温度差の区間と対応付けている。
【００５３】
【表２】

【００５４】
　決定部３１３は、取得部３１０が現在温度θｊ１（ｉ）を取得するたびに、第１計算部
３１１から温度差Δθｊ（ｉ）を受け取り、この温度差Δθｊ（ｉ）が属する区間を第２
制御テーブルから求める。決定部３１３は、温度差Δθｊ（ｉ）が属する区間に応じてダ
ンパ１４の開度を決める。表１及び表２における不足度は必須ではない。
【００５５】
　空調システム１０では、決定部３１３が、表１の第１制御テーブル及び表２の第２制御
テーブルそれぞれを順次更新できるように構成されている。
【００５６】
　表１及び表２の各々において、温度差Δθｊ（ｉ）は、現在温度θｊ１（ｉ）から目標
温度θｊ２を減算した値である。このため、表１に示す第１制御テーブルと表２に示す第
２制御テーブルとでは、空調が不足している状態を表す温度差Δθｊ（ｉ）の正負の符号
が反転する。以下の説明では、空調システム１０が冷房運転である場合を例として説明す
る。したがって、空調システム１０が暖房運転である場合には、温度差Δθｊ（ｉ）の正
負の符号を逆にして読み替えることが必要である。
【００５７】
　空調システム１０では、空調空間２１の空調負荷が他の空調空間２１の空調負荷に対し
て相対的に大きくて空調が不足している場合、相対的に空調負荷の大きな空調空間２１に
供給する単位時間当たりの熱量を多くするほうが、相対的に空調負荷の大きな空調空間２
１の現在温度θｊ１（ｉ）が目標温度θｊ２に達するまでの時間が短縮される。また、空
調空間２１の空調負荷が他の空調空間２１の空調負荷に対して小さい場合には、現在温度
θｊ１（ｉ）が目標温度θｊ２を超えて空調が過剰になる可能性がある。また、現在温度
θｊ１（ｉ）が目標温度θｊ２に達した状態で、単位時間当たりに空調空間２１に供給さ
れる熱量がその空調空間２１の空調負荷に見合っていないと、その空調空間２１の現在温
度θｊ１（ｉ）の変動が大きくなる可能性がある。これに対して、空調システム１０では
、相対的に空調負荷の小さな空調空間２１に供給する単位時間当たりの熱量を減らすこと
により、相対的に空調負荷の小さな空調空間２１の空調が過剰になるのを抑制したり、現
在温度θｊ１（ｉ）が目標温度θｊ２に達した状態での現在温度θｊ１（ｉ）の変動を抑
制することが可能となる。
【００５８】
　空調システム１０では、決定部３１３は、ダンパ１４の開度を温度差Δθｊ（ｉ）のみ
に基づいて決めるのではなく、時間に対する温度変化Ｖｊ（ｉ）も用いて決めている。こ
こにおいて、決定部３１３は、第１制御テーブル及び第２制御テーブルを順次更新する補



(11) JP 6842809 B2 2021.3.17

10

20

30

40

50

正部３１５を備えている。補正部３１５は、空調が不足であり、かつ時間に対する温度変
化Ｖｊ（ｉ）が相対的に小さい場合、時間に対する温度変化Ｖｊ（ｉ）が相対的に大きく
なるようにダンパ１４の開度を更新する。また、補正部３１５は、空調が充足あるいは過
剰であり、かつ時間に対する温度変化Ｖｊ（ｉ）が相対的に大きい場合、温度変化Ｖｊ（
ｉ）が相対的に小さくなるようにダンパ１４の開度を更新する。ここに、時間に対する温
度変化Ｖｊ（ｉ）の大きさは、空調空間２１における温度変化の速さを表している。言い
換えれば、時間に対する温度変化Ｖｊ（ｉ）は、空調空間２１の空調負荷の指標の大きさ
として用いることができる。空調空間２１は、時間に対する温度変化Ｖｊ（ｉ）が大きい
ほど、空調負荷が小さく、時間に対する温度変化Ｖｊ（ｉ）が小さいほど空調負荷が大き
い。ここにおいて、空調負荷は、空調空間２１の属性（断熱特性、容積、部屋の向き等）
、目標温度等によって異なる。空調空間２１では、例えば空調空間２１の容積が大きいほ
ど空調負荷が大きく、空調空間の容積が小さいほど空調負荷が小さくなる傾向にある。ま
た、空調空間２１では、空調システム１０の冷房運転のときの目標温度が低いほど空調負
荷が大きく、目標温度が高いほど空調負荷が小さい傾向にある。また、空調空間２１では
、空調システム１０の暖房運転のときの目標温度が高いほど空調負荷が大きく、目標温度
が低いほど空調負荷が小さい傾向にある。
【００５９】
　第１制御テーブルにおけるダンパ１４の開度あるいは第２制御テーブルにおけるダンパ
１４の開度を更新するか否かの条件は、温度差Δθｊ（ｉ）若しくはΔθｊ（ｉ－１）と
時間に対する温度変化Ｖｊ（ｉ）とを組み合わせて定められている。決定部３１３は、温
度差Δθｊ（ｉ）若しくはΔθｊ（ｉ－１）を第１閾値と比較することによって、空調が
不足であるか否かを評価する。また、決定部３１３は、時間に対する温度変化Ｖｊ（ｉ）
を第２閾値と比較することによって、その空調空間２１の単位時間当たりの温度変化量か
ら単位時間当たりに供給する熱量の評価を行う。
【００６０】
　決定部３１３には、温度差Δθｊ（ｉ）と比較される第３閾値及び温度変化Ｖｊ（ｉ）
と比較される第４閾値も定められている。第３閾値は、温度差Δθｊ（ｉ）と比較される
ことにより空調が充足又は過剰であるか否かを評価するために用いられる。第４閾値は、
第２閾値と同様に、その空調空間２１の単位時間当たりの温度変化量から単位時間当たり
に供給する熱量の評価を行うために用いられる。ただし、上述の第２閾値は、空調が不足
している空調空間２１の単位時間当たりの温度変化量から単位時間当たりに供給する熱量
を判断するために用いられる。これに対して、第４閾値は、空調が過剰である空調空間２
１の単位時間当たりの温度変化量から単位時間当たりに供給する熱量を判断するために用
いられる。以下では、第１閾値をＴＨ１、第２閾値をＴＨ２、第３閾値をＴＨ３、第４閾
値をＴＨ４として説明する。
【００６１】
　補正部３１５は、Δθｊ（ｉ）＞ＴＨ１若しくはΔθｊ（ｉ－１）＞ＴＨ１かつＶｊ（
ｉ）＜ＴＨ２という条件が満たされると、温度変化Ｖｊ（ｉ）が増加するようにダンパ１
４の開度を補正する。ここでの条件は、温度差Δθｊ（ｉ）が第１閾値ＴＨ１より大きい
から空調が不足であることを表し、かつ温度変化Ｖｊ（ｉ）が第２閾値ＴＨ２より小さい
から空調空間２１の空調負荷が大きく単位時間当たりに供給する熱量が不足していること
を意味している。すなわち、この条件が成立する空調空間２１は、温度差Δθｊ（ｉ）と
第１閾値ＴＨ１との比較により空調が不足であると評価され、かつ温度変化Ｖｊ（ｉ）が
第２閾値ＴＨ２より小さいと評価されている。そのため、補正部３１５は、この空調空間
２１に対応するダンパ１４の開度を大きくするように第１制御テーブルを補正して更新す
る。空調システム１０は、制御装置３０においてこのような補正を行うことにより、相対
的に空調負荷の大きな空調空間２１の現在温度θｊ（ｉ）を相対的に空調負荷の小さな空
調空間２１と同等の時間で目標温度θｊ２に近づけることを可能にしている。
【００６２】
　また、補正部３１５は、Δθｊ（ｉ）＜ＴＨ３かつＶｊ（ｉ）＞ＴＨ４という条件が満
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たされると、温度変化Ｖｊ（ｉ）が減少するように第１制御テーブルにおけるダンパ１４
の開度を補正して更新する。ここでの条件は、温度差Δθｊ（ｉ）が第３閾値ＴＨ３より
小さいから空調が充足又は過剰であることを表し、かつ温度変化Ｖｊ（ｉ）が第４閾値Ｔ
Ｈ４より大きいから空調空間２１の空調負荷が小さく単位時間当たりに供給する熱量が過
大であることを意味している。すなわち、この条件が成立する空調空間２１は、温度差Δ
θｊ（ｉ）と第３閾値ＴＨ３との比較により空調が充足又は過剰であると評価され、かつ
温度変化Ｖｊ（ｉ）が第４閾値ＴＨ４より大きいと評価されている。そのため、補正部３
１５は、この空調空間２１に対応するダンパ１４の開度を小さくするように第１制御テー
ブルを補正して更新する。空調システム１０は、制御装置３０においてこのような補正を
行うことにより、相対的に空調負荷の小さな空調空間２１への空調が過剰になるのを抑制
することが可能となる。
【００６３】
　第１閾値ＴＨ１は、空調が不足であることを評価するために用いられるから、比較的大
きい値であって、例えば１℃に定められる。第２閾値ＴＨ２は、上述のように、空調空間
２１の単位時間当たりの温度変化量から単位時間当たりに供給する熱量を評価するために
用いられる。第２閾値ＴＨ２は、例えば、０℃以上１℃以下の範囲から選択され、望まし
くは０．２℃以上０．５℃以下の範囲から選択され、一例として０．３℃に設定される。
一方、第３閾値ＴＨ３は、空調が充足又は過剰であることを評価するために用いられるか
ら、比較的小さい値であって、例えば０．５℃に定められる。第４閾値ＴＨ４は、単位時
間当たりに供給する熱量が多いことを評価するために用いられるから、例えば０℃以上１
．０℃以下、望ましくは０．３℃以上０．７℃以下の範囲から選択され、一例として０．
５℃に設定される。
【００６４】
　以下に、第１制御テーブルを補正する方法を具体的に説明する。補正部３１５は、第１
制御テーブルにおけるダンパ１４の開度を相対的に大きくするように補正する場合、補正
前の第１制御テーブル（例えば、表１に示した第１制御テーブル）を、表３のように補正
された第１制御テーブルに更新する。
【００６５】

【表３】

【００６６】
　ここでは、空調システム１０が冷房運転である場合を想定しているから、表３に示す第
１制御テーブルは表１に示した第１制御テーブルを補正して作成されている。すなわち、
温度差Δθｊ（ｉ）が１℃以上２℃未満の場合、ダンパ１４の開度は７０％から１００％
に変更され、温度差Δθｊ（ｉ）が０℃以上１℃未満の場合、ダンパ１４の開度は４０％
から７０％に変更される。また、表３の第１制御テーブルにおいて、温度差Δθｊ（ｉ）
が－１℃以上０℃未満の場合、表１の第１制御テーブルに対して、ダンパ１４の開度が２
５％から４０％に変更されている。
【００６７】
　温度差Δθｊ（ｉ）が２℃以上である場合、表３の第１制御テーブルにおいても、ダン
パ１４の開度は１００％に維持される。また、温度差Δθｊ（ｉ）が－１℃未満の場合、
表３の第１制御テーブルにおいても、ダンパ１４の開度は５％に維持される。ただし、建
物２０において空調システム１０とは別系統で常時換気の系統があれば、温度差Δθｊ（
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ｉ）が－１℃未満の場合、ダンパ１４の開度は０％でもよい。
【００６８】
　一方、補正部３１５は、第１制御テーブルにおけるダンパ１４の開度を相対的に小さく
するように補正する場合、補正前の第１制御テーブル（例えば、表１に示した第１制御テ
ーブル）を、表４のように補正された第１制御テーブルに更新する。
【００６９】
【表４】

【００７０】
　表４に示す第１制御テーブルは、表１に示した第１制御テーブルに対して、ダンパ１４
の開度を相対的に小さくするように補正されている。すなわち、温度差Δθｊ（ｉ）が１
℃以上２℃未満の場合、ダンパ１４の開度は７０％から４０％に変更され、温度差Δθｊ
（ｉ）が０℃以上１℃未満の場合、ダンパ１４の開度は４０％から２５％に変更される。
また、表４の第１制御テーブルにおいて、温度差Δθｊ（ｉ）が－１℃以上０℃未満の場
合、表１の第１制御テーブルに対して、ダンパ１４の開度は２５％から５％に変更されて
いる。
【００７１】
　ここに、温度差Δθｊ（ｉ）が－１℃未満の場合、空調システム１０において常時換気
を行うために、表３に示した第１制御テーブルと同様に、ダンパ１４の開度は５％に維持
される。ただし、建物２０において空調システム１０とは別系統で常時換気系統があれば
、ダンパ１４の開度を０％としてもよい。また、温度差Δθｊ（ｉ）が２℃以上の場合、
ダンパ１４の開度は１００％に維持される。
【００７２】
　表３、表４は、空調システム１０が冷房運転である場合の補正後の第１制御テーブルを
示しているが、空調システム１０が暖房運転である場合、補正部３１５は、表２に示した
第２制御テーブルを補正する。ダンパ１４の開度は、表１に対する表３、表４と同様の考
え方で補正される。また、上述した空調システム１０は、温度差Δθｊ（ｉ）とダンパ１
４の開度とを対応付けた第１制御テーブルを用いているが、温度差Δθｊ（ｉ）に代えて
不足度を用いると、表３、表４は空調システム１０が暖房運転である場合も用いることが
できる。
【００７３】
　上述の例では、空調システム１０が冷房運転か暖房運転かに応じて温度差Δθｊ（ｉ）
の正負の符号が反転している。これに対して、第１計算部３１１が、冷房運転か暖房運転
に応じて温度差Δθｊ（ｉ）を求める際の現在温度θｊ（ｉ）と目標温度θｊ２との２つ
の項を入れ替えると、冷房運転か暖房運転かにかかわらず、空調の不足の程度に対する温
度差Δθｊ（ｉ）の正負の符号を一致させることが可能である。すなわち、第１計算部３
１１は、空調システム１０の冷房運転の際には現在温度θｊ（ｉ）から目標温度θｊ２を
減算した値を温度差Δθｊ（ｉ）として採用し、暖房運転の際には目標温度θｊ２から現
在温度θｊ（ｉ）を減算した値を温度差Δθｊ（ｉ）として採用するように構成されてい
てもよい。この場合、決定部３１３は、冷房運転と暖房運転とで異なる制御テーブルを用
いる必要がなく、冷房運転と暖房運転との両方で表１の第１制御テーブルを共用可能であ
る。
【００７４】
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　ところで、空調システム１０では、複数の空調空間２１それぞれに単位時間当たりに供
給する熱量は、熱源機１１が単位時間当たりに生成した熱量と、２台の搬送ファン１３そ
れぞれの風量と、１０個のダンパ１４それぞれの開度と、により定まる。また、２台の搬
送ファン１３それぞれの風量と、１０個のダンパ１４それぞれの開度と、が定まると、９
つの空調空間２１それぞれに単位時間当たりに供給される空気の体積が定まる。すなわち
、熱源機１１が単位時間当たりに生成した熱エネルギーは、熱の損失がない理想的な条件
では、単位時間当たりに９つの空調空間２１それぞれに供給される空気の体積の比率に応
じて、９つの空調空間２１に分配される。そして、熱源機１１が単位時間当たりに生成す
る熱エネルギーの量は、熱の損失がない理想的な条件では、建物２０におけるすべての空
調空間２１それぞれに供給される熱エネルギーの合計に等しい。
【００７５】
　上述の例では、取得部３１０において複数の空調空間２１それぞれの現在温度を取得す
ると、決定部３１３が、複数の空調空間２１それぞれに対応するダンパ１４の開度を求め
る。決定部３１３は、複数の空調空間２１それぞれに分配する単位時間当たりの熱量を決
めるために、ダンパ１４の開度を求めた後、２台の搬送ファン１３それぞれの風量を決め
る。搬送ファン１３の風量は、搬送ファン１３の出力条件を出力調整用（風量調整用）の
複数段階のノッチ（例えば、第１ノッチ、第２ノッチ、第３ノッチ、第４ノッチ）から選
ぶことで決めることができる。搬送ファン１３は、第１ノッチ（微）、第２ノッチ（弱）
、第３ノッチ（中）、第４ノッチ（強）の順に、風量が多くなる。空調システム１０では
、決定部３１３が、搬送ファン１３の運転条件を複数段階のノッチから選ぶことで搬送フ
ァン１３の風量を決める。空調システム１０では１台の搬送ファン１３に５個のダンパ１
４を対応させているから、決定部３１３は、搬送ファン１３の風量を、搬送ファン１３の
下流側にある複数個（例えば、５個）のダンパ１４の開度に基づいて決める。
【００７６】
　決定部３１３は、搬送ファン１３の風量をダンパ１４の開度に基づいて決めるために、
ダンパ１４の開度に得点を対応付けた表５のような得点テーブルと、得点に搬送ファン１
３のノッチを対応付けた表６のような判定テーブルと、を備えている。
【００７７】

【表５】

【００７８】
【表６】

【００７９】
　決定部３１３は、表５のような得点テーブルを参照することにより、１０個のダンパ１
４それぞれの開度に対応した得点を求め、表６のような判定テーブルを参照することによ
り、２台の搬送ファン１３それぞれの風量を決める。具体的には、決定部３１３は、１台
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の搬送ファン１３に対応した５個のダンパ１４の得点に基づいて、その搬送ファン１３の
ノッチを選ぶことで搬送ファン１３の風量を決める。
【００８０】
　表６に示す判定テーブルにおける得点は、１台の搬送ファン１３に対応した５個のダン
パ１４の得点の合計点ではなく平均点である。したがって、決定部３１３は、搬送ファン
１３に対応したダンパ１４の個数にかかわりなく、表６に示す判定テーブルを用いて搬送
ファン１３の風量を決めることができる。
【００８１】
　決定部３１３は、１０個のダンパ１４の開度に基づいて２台の搬送ファン１３の流量を
決めた後、熱源機１１から分配装置１０２に単位時間当たりに供給する熱量を決める。こ
こにおいて、熱源機１１から分配装置１０２に単位時間当たりに供給する熱量は、熱源機
１１の風量と熱源機１１の設定温度との組み合わせで決めることができる。
【００８２】
　熱源機１１の設定温度は、冷房運転と暖房運転とにおいてそれぞれ一定温度である。し
たがって、空調システム１０では、熱源機１１から分配装置１０２に単位時間当たりに供
給する熱量は、風量によって調節される。熱源機１１の風量は、２台の搬送ファン１３の
風量の合計に応じて決められる。熱源機１１の風量は、例えば、５段階で調節可能である
。ただし、空調システム１０は、２台の搬送ファン１３の風量の合計よりも熱源機１１の
風量のほうが小さくなるように設計されている。
【００８３】
　上述の通り、制御装置３０は、複数の温度センサ１８それぞれが計測した温度を複数の
空調空間２１それぞれの現在温度として取得して、現在温度と複数の空調空間２１それぞ
れの目標温度との差を小さくするように熱源機１１及び分配装置１０２を制御する。
【００８４】
　ここにおいて、制御装置３０は、上述のように、動作モードとして、通常運転モードと
、省エネルギー運転モード（例えば、お出かけモード）と、を有する。通常運転モードは
、ユーザが建物２０内に居る間等におけるユーザの快適性を考慮した通常の動作モードで
ある。お出かけモードは、ユーザが建物２０から外出している間の空調システム１０の省
エネルギー性及びユーザが帰宅したときの快適性を考慮した動作モードである。
【００８５】
　制御装置３０は、通常運転モードでは、複数の空調空間２１それぞれに関するユーザ希
望温度を取得して目標温度とする。
【００８６】
　図３Ａは、制御装置３０の動作モードが通常運転モードのときの操作表示装置４０の画
面Ｐ１の一例である。この画面Ｐ１は、複数のボタンＢ１～Ｂ６を有している。ボタンＢ
１は、例えば、ユーザ等が空調システム１０の冷房運転と暖房運転との切り替えを空調シ
ステム１０において自動で行うことをユーザ等が選択するとき等に、ユーザにより操作さ
れるボタンである。ボタンＢ２は、空調システム１０の冷房運転と暖房運転との切り替え
をユーザ等が手動で行うことを選択するときにユーザにより操作されるボタンである。ボ
タンＢ３は、空調システム１０を停止させるときにユーザ等により操作されるボタンであ
る。ボタンＢ４は、画面Ｐ１を、図３Ｂのようなお出かけモードに必要な情報（帰宅予定
日時を示す情報）を設定するための画面Ｐ２に変更するときにユーザ等により操作される
ボタンである。ここにおいて、制御装置３０は、日時を計時する時計部を備えている。空
調システム１０では、例えば、ユーザによる操作表示装置４０の操作によって設定された
帰宅予定日時が、省エネルギー運転モード解除日時であり、帰宅予定日時を示す情報が、
省エネルギー運転モード解除日時を示す情報である。ボタンＢ５は、複数の空調空間２１
に共通のユーザ希望温度をその左側に表示されている温度（図示例では、２６℃）よりも
高くするときにユーザ等により操作されるボタンである。ボタンＢ６は、複数の空調空間
２１に共通のユーザ希望温度をその左側に表示されている温度（図示例では、２６℃）よ
りも低くするときにユーザ等により操作されるボタンである。
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【００８７】
　画面Ｐ２は、お出かけモードに必要な情報（帰宅予定日時を示す情報）を帰宅時間とし
て入力できるように構成されている。また、画面Ｐ２は、ユーザが制御装置３０に対して
お出かけモードの開始の指示を行うためのボタンＢ１１を有する。
【００８８】
　図４は、制御装置３０の動作モードがお出かけモードのときの操作表示装置４０の画面
Ｐ３の一例である。画面Ｐ３は、制御装置３０の動作モードがお出かけモードであること
を示すメッセージが表示されている。また、画面Ｐ３は、ユーザが制御装置３０に対して
お出かけモードの解除の指示を行うためのボタンＢ２１を有する。
【００８９】
　制御装置３０は、帰宅予定日時を示す情報及びお出かけモードの開始の指示を受け付け
ると、動作モードを通常運転モードからお出かけモードに変更する。ただし、制御装置３
０は、現在日時から帰宅予定日時までの時間が予め規定されている規定時間（例えば、６
時間）未満で設定された場合には、動作モードをお出かけモードに変更せず通常運転モー
ドのままとする。規定時間は、例えば、制御装置３０の動作モードを通常運転モードから
お出かけモードに変更することによる省エネルギー化の効果を期待できる最低限の時間（
例えば、４時間）に基づいて規定されているが、これに限らない。例えば、規定時間は、
制御装置３０の動作モードを通常運転モードからお出かけモードに変更した後に目標温度
をユーザ希望温度とした場合に、空調空間２１の温度がユーザ希望温度に復帰するまでに
要する最低限の時間、に基づいて規定されている。
【００９０】
　また、制御装置３０は、お出かけモードの解除の指示を受け付けると、複数の空調空間
２１それぞれの目標温度をユーザ希望温度に変更する。
【００９１】
　制御装置３０は、お出かけモードでは、お出かけモードが開始されたときに通常運転モ
ードの場合よりも複数の空調空間２１それぞれの空調負荷を相対的に小さくするように複
数の空調空間２１それぞれの目標温度を変化させることで空調システム１０全体を省エネ
ルギー運転に移行させる。例えば、制御装置３０は、空調システム１０が暖房運転のとき
にお出かけモードが開始された場合、帰宅予定日時までの時間が２４時間以上であれば、
熱源機１１を停止させる若しくは熱源機１１に送風を行わせるように熱源機１１を制御す
ることにより、空調システム１０全体を省エネルギー運転に移行させる。熱源機１１を停
止させることは、熱源機１１での熱エネルギーの生成を停止させることを意味する。また
、制御装置３０は、空調システム１０が冷房運転のときにお出かけモードが開始された場
合、帰宅予定日時までの時間が２４時間以上であれば、熱源機１１を停止させる若しくは
熱源機１１に送風を行わせるように熱源機１１を制御することにより、空調システム１０
全体を省エネルギー運転に移行させる。
【００９２】
　制御装置３０は、空調システム１０全体を省エネルギー運転に移行させた後、予め設定
されたお出かけモード解除日時（省エネルギー運転モード解除日時）より前の調整期間（
例えば、２４時間前～お出かけモード解除日時）においてお出かけモード解除日時に近づ
くにつれて複数の空調空間２１それぞれの目標温度を複数の空調空間２１それぞれのユー
ザ希望温度（例えば、２６℃）に対して複数段階で近づける。調整期間は、上述の規定時
間よりも長い期間である。制御装置３０は、暖房運転のときにお出かけモードが開始され
た場合、帰宅予定日時の２４時間前～帰宅予定日時の２時間前までの間、目標温度をユー
ザ希望温度－２℃に維持し、帰宅予定日時の２時間前～帰宅予定日時までの間（最終立ち
上げ期間）、目標温度を最終目標温度（ユーザ希望温度＋１℃）に維持する。制御装置３
０は、冷房運転のときにお出かけモードが開始された場合、帰宅予定日時の２４時間前～
帰宅予定日時の２時間前までの間、目標温度をユーザ希望温度＋１℃に維持し、帰宅予定
日時の２時間前～帰宅予定日時までの間（最終立ち上げ期間）、目標温度を最終目標温度
（ユーザ希望温度－１℃）に維持する。制御装置３０において、最終立ち上げ期間は、省
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エネルギー運転モードから通常運転モードに復帰させるための準備期間である。
【００９３】
　制御装置３０は、省エネルギー運転モードにおいて、第１条件又は第２条件を満たした
ときに複数の空調空間２１それぞれの目標温度をユーザ希望温度に変更する。第１条件は
、帰宅予定日時に達した場合である。第２条件は、帰宅予定時間よりも前に複数の空調空
間２１それぞれの現在温度が複数の空調空間２１それぞれのユーザ希望温度に達した場合
である。目標温度は、ユーザ希望温度及び運転モードに応じて設定される温度であり、ユ
ーザ希望温度と同じの場合、異なる場合のいずれの場合もある。
【００９４】
　以上説明したお出かけモードのときの現在日時から帰宅予定日時までの時間と空調空間
２１についての目標温度との関係は、下記表７のようになる。
【００９５】
【表７】

【００９６】
　空調システム１０では、例えば、暖房運転のときにお出かけモードが開始された場合に
ついて、調整期間をＴ０、ユーザ希望温度をｔ０、複数段階の目標温度のうち最初の段階
の目標温度（初期目標温度）をｔｅ１、最後の段階の目標温度（最終目標温度）をｔｅ２
（＞ｔｅ１）、目標温度ｔｅ１の維持時間をＴ１（例えば、２２時間）、目標温度ｔｅ２
の維持時間（例えば、２時間）をＴ２、とすると、空調空間２１の温度は、例えば、図５
及び６に実線で示すように変化する。ここにおいて、複数段階の目標温度とは、目標温度
と一定のユーザ希望温度との差の絶対値を段階的に小さくすることを意味しており、最終
目標温度とユーザ希望温度との差の絶対値は、初期目標温度とユーザ希望温度との差の絶
対値よりも小さい。最終目標温度は、空調空間２１の目標温度をその空調空間２１のユー
ザ希望温度（空調システム１０が暖房運転のときは例えば２６℃）とする場合よりもその
空調空間２１の空調負荷を相対的に大きくする値に設定されている（暖房運転のときは例
えば２６℃＋１℃）。制御装置３０は、お出かけモードでは、複数段階の目標温度のうち
最初の段階の目標温度ｔｅ１の維持時間Ｔ１が最後の段階の目標温度ｔｅ２の維持時間Ｔ
２よりも長い。
【００９７】
　比較例の空調システムは、空調システム１０と基本構成が同じであり、制御装置３０の
お出かけモードのとき目標温度を暖房停止指示温度からユーザ希望温度に直接変更する点
が相違する。比較例の空調システムでは、例えば、暖房運転のときにお出かけモードが開
始された場合について、調整期間をＴ１０、ユーザ希望温度をｔ０、調整期間において空
調空間２１の温度がユーザ希望温度に達するまでの時間をＴ１１（例えば、８時間）、調
整期間において空調空間２１の温度をユーザ希望温度に維持する時間をＴ１２（例えば、
１６時間）とすると、空調空間２１の温度は、例えば、図７及び８に実線で示すように変
化する。比較例の空調システムでは、建物２０の外気の温度を計測する外気温センサがな
い場合、帰宅予定日時までに空調空間２１の温度をユーザ希望温度ｔ０に到達させるため
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に、最悪のケースを想定して熱源機１１の冷房又は暖房の再開日時から帰宅予定日時まで
の時間を比較的長く設定しておく必要があり、場合によっては無駄な空調時間が長くなっ
てしまう。また、比較例の空調システムでは、お出かけモードにおいて空調空間２１の温
度をユーザ希望温度へ立ち上げる場合に、空調空間２１の温度がユーザ希望温度よりも高
温側へオーバーシュートするのを抑制するために、現在温度がユーザ希望温度に近づくに
つれて空調空間２１へ供給する熱量を少なくするように熱源機１１及び分配装置１０２を
制御する。図８中のＴ２２は、空調空間２１の温度（現在温度）が本実施形態の空調シス
テム１０における最初の段階の目標温度ｔｅ１を超えてからユーザ希望温度ｔ０に達する
までに要する時間を示している（ただし、図８では、ユーザ希望温度ｔ０に達していない
）。比較例の空調システムでは、Ｔ２２は、例えば２６時間である。
【００９８】
　本実施形態の空調システム１０では、空調空間２１の目標温度を調整期間Ｔ０において
段階的に変化させるので、図５と図７とから分かるように、比較例の空調システムと比べ
て、図５のドットで示した部分に相当する消費エネルギーを低減可能となる。また、本実
施形態の空調システム１０では、最終立ち上げ期間において複数の空調空間２１それぞれ
の目標温度を複数の空調空間２１それぞれのユーザ希望温度とする場合よりも空調負荷を
相対的に大きくする値に設定し、第１条件又は第２条件を満たしたときに複数の空調空間
２１それぞれの目標温度をユーザ希望温度に変更するように構成されている。したがって
、空調システム１０では、最終立ち上げ期間において空調空間２１の温度が、空調空間２
１の目標温度がユーザ希望温度の場合よりも空調負荷の大きくなる温度側へ変動するのを
抑制しつつ空調空間２１の温度がユーザ希望温度に到達するまでの時間の短縮を図れる。
ここにおいて、「空調空間２１の温度が、空調空間２１の目標温度がユーザ希望温度の場
合よりも空調負荷の大きくなる温度側へ変動する」とは、暖房運転のときにはユーザ希望
温度よりも高温側へオーバーシュートすることを意味し、空調システム１０が冷房運転の
ときにはユーザ希望温度よりも低温側へアンダーシュートすることを意味する。また、本
実施形態の空調システム１０では、比較例の空調システムと比べて、図６、８のハッチン
グを付した部分に相当する消費エネルギーを相対的に小さくすることが可能となる。
【００９９】
　制御装置３０は、動作モードがお出かけモードであっても、例えば、ユーザが帰宅予定
日時よりも早く帰宅した場合等に、ユーザの操作表示装置４０の操作によりお出かけモー
ドの解除を指示されたときには、動作モードをお出かけモードから通常運転モードに変更
する。要するに、制御装置３０は、動作モードが省エネルギー運転モードであっても、ユ
ーザの操作表示装置４０の操作により省エネルギー運転モードの解除を指示されたときに
は、動作モードを省エネルギー運転モードから通常運転モードに変更する。
【０１００】
　上述した制御装置３０は、例えば、プログラムを実行するプロセッサを備えるデバイス
を主なハードウェア構成として実現される。プロセッサを備えるデバイスは、半導体メモ
リを別に設けるＭＰＵ（Micro Processing Unit）のほか、半導体メモリと合わせて単一
のパッケージに収納したマイクロコントローラ（Micro-Controller）でもよい。制御装置
３０は、メモリとして、少なくともＲＡＭ（Random Access Memory）を備え、他にＲＯＭ
（Read-Only Memory）とＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable Programmable Read-Only
 Memory）との少なくとも一方を備えることが望ましい。
【０１０１】
　プログラムは、ＲＯＭに書き込まれた状態で提供されるほか、光学記録ディスクのよう
な記録媒体あるいはフラッシュメモリを備える記録媒体であって、コンピュータ読取可能
な記録媒体によって提供されてもよい。また、プログラムは、インターネット、移動体通
信網等の電気通信回線を通して提供されてもよい。記録媒体あるいは電気通信回線により
提供されるプログラムは、書換可能な不揮発性メモリ（例えば、ＥＥＰＲＯＭ）に格納さ
れることが望ましい。
【０１０２】
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　建物２０は、戸建て住宅に限らず、集合住宅、店舗等の他の建物であってもよい。空調
システム１０として、ヒートポンプ式の熱源機１１を備える構成を例示したが、空調シス
テム１０は、温水あるいは冷水を複数のファンコイルユニットに通す構成等であってもよ
い。また、暖房のみを行う場合、空調システム１０は、スチームあるいは温水をラジエー
タに通す構成であってもよい。また、上述した空調システム１０では、エアフィルタ１２
としてＨＥＰＡフィルタを採用しているが、ＨＥＰＡフィルタに限らず、例えば、ＵＬＰ
Ａフィルタ（ULPA：Ultra Low Penetration Air）等でもよい。上述した搬送ファン１３
の台数、ダンパ１４及び吹出口１５の個数、温度センサ１８の個数等は一例であり、適宜
に変更される。
【０１０３】
　上述した空調システム１０において、取得部３１０は、温度センサ１８との間で有線通
信を行っているが、これに限らず、例えば、無線通信を行ってもよい。取得部３１０と温
度センサ１８との間の通信規約にはとくに制限はない。また、上述した空調システム１０
では、取得部３１０が複数の温度センサ１８それぞれに現在温度を問い合わせる構成であ
るが、複数の温度センサ１８が適宜のタイミングで現在温度を取得部３１０に送信する構
成でもよい。
【０１０４】
　また、上述の帰宅予定日時を示す情報は、帰宅予定日時に限らず、例えば、帰宅予定日
時までの時間でもよい。
【０１０５】
　省エネルギー運転モードは、お出かけモードに限らず、例えば、通常運転モードよりも
空調システム１０の省エネルギー運転が可能なモードであればよく、例えば、ユーザが睡
眠する前に設定するお休みモード等でもよい。制御装置３０は、お休みモードが開始され
たときに、冷房運転の場合には目標温度をユーザ希望温度よりも高い値とし、暖房運転の
場合には目標温度をユーザ希望温度よりも低い値とする。また、制御装置３０は、お休み
モードから通常運転モードに復帰させるための準備期間（例えば、予め設定された起床予
定時刻よりも前の最終立ち上げ期間）に、複数の空調空間２１それぞれのユーザ希望温度
の変更に応じて複数の空調空間２１それぞれの目標温度を変更する。
【０１０６】
　また、制御装置３０は、省エネルギー運転モードの場合、調整期間において省エネルギ
ー運転モード解除日時に近づくにつれて複数の空調空間２１それぞれの目標温度を複数の
空調空間２１それぞれのユーザ希望温度に対して２段階で近づけているが、複数段階であ
ればよく、例えば、３段階でもよい。
【０１０７】
　また、制御装置３０は、上述の調整期間Ｔ０、目標温度ｔｅ１の維持時間Ｔ１及び目標
温度ｔｅ２の維持時間Ｔ２と、建物２０の建てられている地域と、の関係を規定したテー
ブルを有していてもよく、このテーブルを参照してお出かけモードでの調整期間Ｔ０及び
各維持時間Ｔ１、Ｔ２を変更してもよい。例えば、制御装置３０は、建物２０が建てられ
ている地域が東北地方のような寒冷地の場合、調整期間Ｔ０を２４時間、維持時間Ｔ１を
２２時間、維持時間Ｔ２を２時間とする。これに対して、制御装置３０は、建物２０が建
てられている地域が例えば関西地方のような標準的な地域の場合、調整期間Ｔ０を１２時
間、維持時間Ｔ１を１０時間、維持時間Ｔ２を２時間とする。また、制御装置３０は、建
物の建てられている地域ごとに調整期間Ｔ０及び各維持時間Ｔ１、Ｔ２を変更する以外に
、地域ごとに表７の目標温度（目標温度ｔｅ１、ｔｅ２）を変えてもよい。
【０１０８】
　また、空調システム１０では、制御装置３０が、省エネルギー運転モードでの動作モー
ドに限らず、複数の空調空間２１それぞれのユーザ希望温度の変更に応じて複数の空調空
間２１それぞれの目標温度を変更するときに、複数の空調空間２１それぞれの目標温度を
複数の空調空間２１それぞれのユーザ希望温度とする場合よりも空調負荷を相対的に大き
くする値に設定し、複数の空調空間２１それぞれの現在温度が複数の空調空間２１それぞ
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れのユーザ希望温度に達した場合に、複数の空調空間２１それぞれの目標温度をユーザ希
望温度に変更するように構成されていればよい。例えば、空調システム１０では、ユーザ
による操作部（操作表示装置４０）の操作により、制御装置３０に対して、複数の空調空
間２１それぞれのユーザ希望温度の変更の指示が可能であり、制御装置３０が、ユーザ希
望温度の変更の指示を受け付けると、複数の空調空間２１それぞれの目標温度を変更する
ように構成されていてもよい。ここにおいて、空調システム１０では、ユーザは、例えば
、操作表示装置４０の画面Ｐ１（図３参照）のボタンＢ５を操作することにより、複数の
空調空間２１に共通のユーザ希望温度の変更の指示が可能である。また、操作表示装置４
０は、別の画面（図示せず）において、複数の空調空間２１それぞれのユーザ希望温度の
変更の指示が可能である。
【０１０９】
　上述の実施形態から明らかなように、第１の態様に係る空調システム１０は、熱源機１
１と、分配装置１０２と、複数の温度センサ１８と、制御装置３０と、を備える。熱源機
１１は、冷気又は暖気を熱エネルギーとして生成する。分配装置１０２は、熱源機１１が
生成した熱エネルギーを建物２０における複数の空調空間２１に分配する。複数の温度セ
ンサ１８は、複数の空調空間２１それぞれの温度を計測する。制御装置３０は、複数の温
度センサ１８それぞれが計測した温度を複数の空調空間２１それぞれの現在温度として取
得して、現在温度と複数の空調空間２１それぞれの目標温度との差を小さくするように熱
源機１１及び分配装置１０２を制御する。前記制御装置は、前記複数の空調空間それぞれ
のユーザ希望温度の変更に応じて前記複数の空調空間それぞれの目標温度を変更するとき
に、前記複数の空調空間それぞれの目標温度を前記複数の空調空間それぞれのユーザ希望
温度とする場合よりも空調負荷を相対的に大きくする値に設定し、前記複数の空調空間そ
れぞれの現在温度が前記複数の空調空間それぞれのユーザ希望温度に達した場合に、前記
複数の空調空間それぞれの目標温度をユーザ希望温度に変更する。
【０１１０】
　上記構成によれば、空調システム１０は、複数の空調空間２１の温度をそれぞれのユー
ザ希望温度に素早く近づけることが可能となるので、複数の空調空間２１それぞれの温度
の制御性の向上を図ることが可能となる。空調システム１０は、特に、全館空調システム
として使用する場合に特に有用である。これは、全館空調システムでは、建物２０全体の
空調を止めて建物２０の壁等での蓄熱が少なくなった後の空調空間２１のユーザ希望温度
への立ち上げ時間が比較的長くなるからである。また、空調システム１０は、建物２０の
外気の温度を計測する外気温センサを用いる必要がないので、制御装置３０による熱源機
１１及び分配装置１０２の制御が複雑になるのを抑制することが可能となる。
【０１１１】
　第２の態様に係る空調システム１０は、第１の態様において、ユーザが操作可能な操作
部（操作表示装置４０）を有する。空調システム１０は、ユーザによる操作部の操作によ
り、制御装置３０に対して、複数の空調空間２１それぞれのユーザ希望温度の変更の指示
が可能である。制御装置３０は、ユーザ希望温度の変更の指示を受け付けると、複数の空
調空間２１それぞれの目標温度を変更する。これにより、空調制御システム１０では、ユ
ーザによる操作部の操作により複数の空調空間２１それぞれのユーザ希望温度の変更の指
示があったときに、複数の空調空間２１の温度をそれぞれのユーザ希望温度に素早く近づ
けることが可能となるので、複数の空調空間２１それぞれの温度の制御性の向上を図るこ
とが可能となる。
【０１１２】
　第３の態様に係る空調システム１０では、第１又は第２の態様において、制御装置３０
は、動作モードとして、通常運転モードと、通常運転モードの場合よりも複数の空調空間
２１それぞれの空調負荷を相対的に小さくするように複数の空調空間２１それぞれの目標
温度を設定する省エネルギー運転モードと、を有する。制御装置３０は、省エネルギー運
転モードから通常運転モードに復帰させるための準備期間に、複数の空調空間２１それぞ
れのユーザ希望温度の変更に応じて複数の空調空間２１それぞれの目標温度を変更する。
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ドから通常運転モードに復帰させるための準備期間において、複数の空調空間２１の温度
をそれぞれのユーザ希望温度に素早く近づけることが可能となるので、複数の空調空間２
１それぞれの温度の制御性の向上を図ることが可能となる。
【０１１３】
　第４の態様に係る空調システム１０では、第１乃至第３の態様のいずれか一つの態様に
おいて、分配装置１０２は、末端ダクト１６２と、複数のダンパ１４と、搬送ファン１３
と、を備える。末端ダクト１６２は、熱源機１１からの冷気又は暖気を複数の空調空間２
１それぞれに配分するように複数系統に分岐している。複数のダンパ１４は、複数系統の
末端ダクト１６２それぞれから複数の空調空間２１に吹き出す空気の流量を調節する。搬
送ファン１３は、熱源機１１からの空気を、複数のダンパ１４のそれぞれに送る。これに
より、空調システム１０は、搬送ファン１３により熱源機１１からの冷気又は暖気を加速
するから、熱源機１１から離れた空調空間２１でも熱量の調節が可能である。また、空調
システム１０では、搬送ファン１３とダンパ１４とによって、空調空間２１に単位時間当
たりに供給する熱量が調節されるから、空調空間２１ごとに単位時間当たりに供給する熱
量の精度を高めることが可能である。
【符号の説明】
【０１１４】
　１０　空調システム
　１１　熱源機
　１３　搬送ファン
　１４　ダンパ
　１６　給気ダクト
　１８　温度センサ
　２０　建物
　２１　空調空間
　３０　制御装置
　４０　操作表示装置（操作部）
　１０２　分配装置
　１６２　末端ダクト
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